
明
治
の
末
に
陸
軍
第
十
三
師

団
を
誘
致
し
た
頃
か
ら
、
西

洋
風
の
旅
館
や
娯
楽
施
設
が

流
行
し
ま
し
た
。
正

面
の
軒
飾
り
や
ア
ー

チ
窓
が
目
を
惹
く

映
画
館
は
、
明
治
四

十
四
年
に
芝
居
小
屋

「
高
田
座
」
と
し
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。

間
口
四
間
の
北
側
に
ガ
ラ
ス

障
子
戸
が
あ
り
、
昔
の
揚
げ

戸
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

大
黒
柱
が
支
え
る
茶
の
間
の

豪
快
な
梁
組
み
は
、
高
窓
か

ら
射
し
込
む
朝
日
を
う
け
て
、

荘
重
な
陰
影
を
刻
み
ま
す
。

表
二
階
の
押
入
襖
は
、
大
正

頃
ま
で
輸
出
品
で
あ
っ
た

「
金
唐
革
紙
」
張
り
（
ア
ー
ル

ヌ
ー
ボ
ー
風
の
柄
）。

明
治
の
町
家
三
軒
分
の
間
口

に
、
立
派
な
鬼
瓦
を
載
せ
た

大
屋
根
と
土
蔵
の
あ
る
商
家

を
再
生
活
用
し
た
交
流
施
設

で
す
。各
種
の
催
し
会
場
や
、

城
下
町
高
田
の
ま
ち
な
か
散

策
の
休
憩
・
案
内
所
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
入
場
無
料
、
ト
イ
レ
あ
り
）

元
鉄
工
場
主
の
住
ま
い
で
あ

り
、
見
事
な
欅
造
り
の
吹
抜

け
と
、
漆
塗
り
の
箱
階
段
、

渡
り
廊
下
、
自
作
の
鉄
製
手

摺
は
必
見
。
ま
た
、
和
室
の

造
作
と
繊
細
な
建
具
も
、
大

正
浪
漫
を
奏
で
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
著
名
な

建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の

礼
拝
堂
は
、
昭
和
十
三
年
竣

工
の
珠
玉
の
よ
う
な
建
築
で
、

現
存
す
る
新
潟
県
内
唯
一
の

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
作
品
。

昔
は
田
端
町（
現
在
の
仲
町
）

で
営
業
し
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
中
期
に
現
在
地
に
移
転
。

広
い
庭
園
と
数
奇
屋
の
料
亭

で
す
。

十
返
舎
一
九
の
「
諸
国
道
中

金
の
草
鞋
」
に
、「
評
判
は
高

田
の
町
に
年
を
経
て
豊
か
に

澄
め
る
水
飴
の
見
世
」
と
し

て
登
場
す
る
飴
屋
。
奥
の
土

蔵
以
外
は
明
治
七
年
の
火
事

で
焼
失
し
、翌
八
年
に
再
建
。

能
生
か
ら
山
一
つ
分
の
材
を

筏
組
で
運
び
、高
田
城
の
旧
材

も
譲
り
受
け
た
と
聞
き
ま
す
。

・ オーレン
プラザ

・ 歴史博物館

高田まちかど交流館
（旧第四銀行高田支店）

わずか南北２km、東西300mの
エリアに60余の寺院があります。

十
九
世
紀
中
頃
に
建
て
ら
れ

た
商
家
で
、
雁
木
は
古
い
形

式
と
い
わ
れ
る
造
り
込
み
式

で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
染
物

屋
を
営
み
、
多
く
の
職
人
や

使
用
人
が
住
み
込
み
で
働
い

て
い
ま
し
た
。

高
田
の
ま
ち
で
も
特
に
大
き

な
茶
の
間
の
吹
抜
け
空
間

は
、
雪
国
の
町
家
の
わ
り
に

細
目
の
部
材
の
梁
組
と
、
整

然
と
組
ま
れ
た
貫
が
端
正
な

表
情
を
み
せ
て
い
ま
す
。

※　　は公開日以外の見学は事前申込みが必要です。詳しくは文化振興課（025‒526‒6903）まで。


